
三み
つ

復ま
た

荒く
わ
う

神じ
ん

〔
元も
と

誓せ
い

願
寺
ぐ
わ
ん
じ

通
大
宮
の
西
に
あ
り
、
本
尊
荒
神
は
春か
す

日が

の
作
、
立
像
二
尺
五
寸
、
火
災
除
滅
の
霊
験
あ
り
。
古
へ
よ
り
西
陣

の
民
屋
数
度
炎
上
あ
れ
ど
も
、
此
地
回
禄
の
災
な
し
。
愛あ
た

宕ご

山
福
寿
院
の
兼
帯
所
な
り
〕

獄ご
く

門も
ん

寺じ

〔
西
陣ぢ
ん

七な
ゝ

の
社
の
西
に
隣
る
、
一
名
西
福
寺
と
い
ふ
。
む
か
し
大
内
裏
の
御
時
、
此
寺
西
洞
院
近こ
の

衛ゑ
の

南
左さ

獄ご
く

の
傍
に
あ
り
て
、

寺
僧
斬
罪
の
者
に
引
導
を
授
く
る
な
り
。
慶
長
の
初
め
秀ひ
で

吉よ
し

公
朝
鮮
征
伐
の
時
、
か
の
地
の
敵
兵
を
■
■
し
て
、
其
尸
を
大
仏
殿
の
ま
へ
に

つ
き
こ
め
耳
塚
と
号
し
、
旧
例
に
任
せ
当
寺
住
職
の
僧
遊い
う

存そ
ん

上
人
に
供
養
の
導
師
を
仰
付
ら
る
、
其
時
秀
吉
公
よ
り
資
料
を
賜
る
よ
し
寺
記

に
見
へ
た
り
。
後
世
荒
廃
し
て
こ
ゝ
に
う
つ
し
、
今
小
堂
存
す
。
本
尊
薬
師
仏
は
聖
徳
太
子
の
御
作
、
立
像
四
尺
許
、
原
大
和
国
高
市
群
に

あ
り
。
一
条
院
御
宇
寛
弘
三
年
八
月
此
寺
に
う
つ
す
〕

智ち

恵ゑ

光く
わ
う

院ゐ
ん

〔
智ち

恵ゑ

光
院
く
わ
う

通
一
条
の
北
に
あ
り
、
浄
土
宗
知
恩
院
に
属
す
。
開
基
は
如
一
国
師
〕

本
尊
三
尊
仏

〔
弥み

陀だ

、
観
音
く
わ
ん
お
ん、

勢せ
い

至し

を
安
ず
、
当
院
は
鷹
司
政
所
の
建
立
な
り
〕

恵ゑ

光く
わ
う

寺じ

〔
浄
福
寺
通
一
条
の
北
に
あ
り
、
法
華
宗
本
國
寺
に
属
す
。
開
基
は
権ご
ん

大だ
い

都
日
安
上
人
、
本
願
は
足あ
し

利か
ゞ

義よ
し

輝て
る

公
の
臣
野
本
式
部

死
亡
の
後
、
そ
の
室
女あ

僧ま

と
な
り
追
福
の
為
建
る
所
な
り
。
此
人
は
久く

我が

晴は
る

道み
ち

公
の
息
女
に
し
て
、
俗
名
を
伊
佐
女
と
な
づ
く
、
此
寺
の
近



辺
に
草
庵
を
結
ん
で
住
す
、
今
の
伊
佐
町
是
な
り
。
恵
光
寺
は
亡
夫
の
法
名
な
り
、
伊
佐
女
を
妙
法
尼
と
な
づ
く
、
述
懐
の
歌
を
詠
ず
。

な
き
人
の
手
向
と
な
せ
し
法
の
花
こ
の
み
の
残
る
世
こ
そ
つ
ら
け
れ
　
　
　
　
妙
　
　
法
　
　
尼

天て
ん

道だ
う
の

社や
し
ろ

〔
千
本
通
笹さ
ゝ

屋や

町
に
あ
り
、
祭
神
日
月
の
二
神
、
傍
に
秋あ
き

葉ば

権
現
の
社
あ
り
〕

無む

量り
や
う

寺じ

〔
同
街
の
北
柏
町
に
あ
り
、
浄
土
宗
知
恩
院
に
属
す
〕

本
尊
阿
弥
陀
仏

〔
慈じ

覚か
く

大
師
の
作
、
立
像
四
尺
許
、
四
十
八
願
巡
の
第
十
番
な
り
〕

西さ
い

方は
う

寺じ

〔
北
野
真し
ん

盛せ
い

辻つ

子じ

に
あ
り
、
天
台
浄
土
に
て
坂
本
西
教
寺
に
属
す
。
開
基
円ゑ
ん

海か
い

国
師
〕

本
尊
阿
弥
陀
仏

〔
伝
教
大
師
の
作
、
立
像
な
り
。
今
女あ

僧ま

此
寺
に
住
す
。
四
十
八
願
巡
の
第
五
番
〕

不ふ

動ど
う

堂だ
う

〔
七
本
松
通
今
出
川
の
南
に
あ
り
。
本
尊
は
智ち

証
大
し
よ
う

師
の
作
、
坐
像
三
尺
余
、
又
腹
内
に
一
千
体
の
不
動
尊
を
安
ず
。
後ご

藤と
う

景か
げ

勝か
つ

の
寄
附
な
り
〕



紅こ
う

梅ば
い

殿ど
の

〔
北
野
宮
東
の
門
一
町
余
東
に
あ
り
、
勧
請
の
由
致
前
編
に
見
へ
た
り
。
傍
に
梅
銘
の
碑
あ
り
、
背
文
は
東
坊
城
大
納
言
綱
忠

卿
、
銘
文
筆
跡
共
に
久
川
靭ゆ
き

負え

〕

菅

公

手

植

梅

銘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
安
　
　
大
　
　
　
江
　
　
　
資
　
　
　
衡

■
タ
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梅
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テ
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■
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タ
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光
。
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シ
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候コ
レ
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候コ
レ
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。
孔　
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蔚シ
ゲ
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タ

彰　
ル
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允　
ニ

敵　
シ

二

金

石　
ニ

一。
多　
ク

歴
二

　
タ
リ

星

霜　
ヲ

一。

徳

比　
シ

二

聖

檜
一。
愛

均　
シ

二

甘

棠　
ニ

一。
鴻

名

有　
リ

レ

赫
。
　
ク
ル

億オ
ク

世セ
イ

無
レ

疆
。

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

菜
種
御
供
〔
西
京
靭
負
町
に
御
供
所
あ
り
、
安
楽
寺
と
号
す
〕
毎
年
二
月
廿
五
日
、
鳥と

羽ば
の

院ゐ
ん

御
宇
天
仁
二
年
よ
り
始
り
て
、

北
野
宮
の
御
忌
を
執
行
せ
給
ふ
。
其
日
の
夜
に
入
つ
て
、
御
供
田
を
預
り
奉
る
家
よ
り
、
大
小
の
神
供
か
ず

く
調
へ
御
供
所
に
餝
り
、
本

殿
に
捧
げ
奉
る
。
宮
司
の
面
々
は
相
向
ひ
並
立
て
、
神
前
の
階
下
に
至
つ
て
御
転
供
す
。
宮
司
の
一
老
二
老
神
前
に
出
で
、
一
老
は
左
転
の

供
物
を
捧
げ
、
二
老
は
右
転
の
供
物
を
捧
て
、
お
の

く
神
前
に
供
ふ
。
大
御
供
は
飯
を
堆
く
盛
て
其
上
に
黄
菜
花
を
挿
す
、
故
に
菜
種
御

供
と
称
す
。
年
に
よ
り
て
菜
花
い
ま
だ
咲
ざ
る
時
は
、
則
梅
花
を
挿
む
な
り
。
又
毎
歳
六
月
九
日
、
都
下
の
人
々
ま
づ
本
社
に
詣
し
、
南
の

門
の
外
に
出
て
、
又
本
社
に
詣
ず
。
斯
の
如
く
す
る
事
九
度
な
り
、
こ
れ
を
九
度
参
と
い
ふ
。
此
日
は
む
か
し
北
野
に
初
て
遷
坐
し
給
ふ
日

な
り
と
ぞ
。
七
月
六
日
は
、
内
陣
に
蔵
あ
る
神
宝
を
幣
殿
に
出
し
て
こ
れ
を
虫
干
す
、
此
日
も
諸
人
群
参
し
け
る
。
其
間
に
宮
司
の
衆
僧
、



内
外
の
陣
の
煤
塵
を
掃
ひ
。
同
七
日
の
暁
天
に
は
松
梅
院
主
一
人
内
々
陣
に
入
つ
て
御
手
水
を
献
じ
、
神
宝
の
中
松
風
の
御
硯
の
う
へ
に
穀

葉
を
置
て
貢
る
。
是
七
夕
の
和
歌
を
神
咏
し
給
ふ
為
な
り
と
ぞ
。
又
御
祭
礼
む
か
し
は
八
月
五
日
に
行
れ
て
、
其
粧
ひ
美
麗
厳
重
に
し
て
い

ふ
ば
か
り
な
く
、
神
輿
を
勘か

解げ

由ゆ

〔
今
下
立
売
と
い
ふ
〕
の
西
な
る
御
旅
所
に
遷
し
奉
る
、
其
道
条
二
十
余
町
の
間
、
地
上
に
蜀
紅
の
錦
を

布
、
供
奉
の
輩
は
羅
綾
の
袂
を
飄
し
、
音
楽
の
声
雲
井
に
ひ
ゞ
き
け
る
よ
し
、
当
社
の
旧
記
に
見
へ
た
り
。
初
雪
の
日
は
都
下
の
騒
人
当
社

に
詣
し
、
和
歌
を
詠
詩
を
咏
じ
て
献
る
も
い
に
し
へ
よ
り
の
風
俗
な
り
。
又
菅
原
氏
の
五
条
殿
、
高
辻
殿
、
東
坊
城
殿
、
三
家
の
息
男
十
七

八
歳
に
及
ぶ
の
時
、
神
前
に
詣
し
幣
殿
に
お
い
て
文
章
一
篇
を
撰
じ
自
書
し
て
奏
ら
る
、
こ
れ
を
献
策
と
い
ふ
。
是
よ
り
し
て
後
秀
才
と
賞

す
。
此
時
右う

近
馬
こ
ん
の
ば

場ば

よ
り
南
の
築つ
い

地ぢ

に
傍
て
南
の
門
に
入
、
こ
れ
を
坊ば
う

城
途
じ
や
う
み
ちと

い
ふ
。
菅
神
始
て
七
条
文あ
や

子こ

が
宅
に
現
じ
給
ひ
し
よ
り
、
文あ
や

子こ

が
夫
の
末
裔
を
代
々
仁
太
夫
を
称
し
神
役
を
勤
む
、
其
婦
も
亦
世
々
文あ
や

子こ

と
名
の
り
て
女
巫
た
り
。
松
梅
院
、
妙
蔵
院
、
徳
勝
院
の
三
家

は
社
司
に
し
て
、
其
余
目
代
宮
司
の
数
輩
交
々
神
役
を
勤
む
、
寔
に
洛
北
の
大
厦
に
し
て
、
聖
廟
影
向
は
千
載
の
星
霜
程
近
し
と
い
へ
ど
も
、

神
威
は
日
々
に
新
に
し
て
詣
人
常
に
間
断
な
し
。


